
資料３ 

多摩市の生涯学習を考えるワークショップについて 

１．参加者想定 

・アンケート対象者の中で、ワークショップの案内を希望された方 32名 

・公募【たま広報（11月 5日号）や公式ＨＰ】 

→3グループ程度、各グループの人数は４～６人程度になるよう調整 

２．日時 

11月 17日（日） 14：00～17：00ごろ 

３．テーマ 

多摩市の生涯学習推進にあたっての課題と、解決のアイデアを考えよう！ 

 

４．スケジュール（案） 

 内容 時間 

あいさつ・説明 笹井先生によるあいさつと趣旨説明 10分 

多摩市の生涯学習

の概況 

事務局より、多摩市の生涯学習の取り組み状況や現状を

説明し、アンケート調査等から明らかになった課題を共

有する。 

10分 

前半－１ 

「課題を考える」 

★個人ワーク 

多摩市の概況も踏まえ、各グループに割り当てられた課

題に関して、1人で課題を考える。課題はふせんに書い

ていく。 

 

10分 

前半－２ 

「最優先課題を決

める」 

★グループワーク 

前半―１の個人ワークで考えた課題をグループで共有。

グループ内で出された課題の中から、特に重要だと考え

られる課題を２、３個決める。ふせんを模造紙にまとめ

る。 

★発表 

まとめた課題についてグループごとに発表。 

グループワーク 

20分 

 

 

 

発表 

10分 

以下の３つの課題を各グループに割り当てる。 

Ａグループ：個人で困っていること・課題（個人） 

Ｂグループ：地域でやってみたいこと・興味関心の

あること（個人） 

Ｃグループ：多摩市としての課題（社会） 

※課題としては、生涯学習等で解決できるレベルに

限定し、お金が無い等は含まないよう注意を促す。 



資料３ 

休憩 事務局の整理時間 

 

15～20分 

後半 

「課題の解決アイ

デアを考える」 

 

★グループワーク 

模造紙を交換し、別のグループがまとめた課題に対して

解決アイデアを考える。 

・解決アイデアを 1人ずつふせんに書いていく。 

・ふせんに書いた解決アイデアを共有し、グループで出

た意見を模造紙にまとめる。 

 

アイデア出し 

15分 

まとめ 

20分 

まとめ 

「グループで出た

意見の全体共有」 

※ギャラリーウォ

ーク形式 

★解決アイデアの共有 

・各グループでまとめた模造紙を机の上に広げておく。 

・席を立って他グループの模造紙を見て回る、もしくは

発表。 

10分 

講評 笹井先生から講評をいただく 15分 

あいさつ 今後の流れ説明とあいさつ 10分 

 

 

前半―２で出た課題から３つ（グループ数に応じた

数）に絞り込む 

 

前半に別のグループがまとめた課題に対してアイデ

アを考える。（Ａ→Ｂ、Ｂ→Ｃ、Ｃ→Ａへ） 


